
令
和
五
年
三
月
三
十
日
付
で
自
衛
隊
中

央
病
院
副
院
長
兼
ね
て
企
画
室
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
川
口
と
申
し
ま
す
。
専
属

で
は
十
三
年
ぶ
り
三
回
目
の
中
央
病
院
勤

務
で
、
前
回
の
勤
務
は
旧
病
院
か
ら
新

（
現
）
病
院
へ
移
行
す
る
時
期
で
し
た
。

趣
深
か
っ
た
十
字
型
の
旧
病
院
か
ら
白
亜

の
新
病
院
へ
の
移
駐
や
、
自
衛
隊
病
院
で

初
と
な
る
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
な
ど
、
正

に
カ
オ
ス
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
当
時
の
状

況
を
思
い
起
こ
す
に
つ
け
、C

O
V
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対
応
等
の
任
務
を
完
遂
し
た
中
央
病
院
の

現
在
の
姿
に
は
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
と

と
も
に
、
職
員
を
は
じ
め
関
係
さ
れ
た
皆

様
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

年
度
も
改
ま
り
、
社
会
全
体
と
し
て
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
社
会
の
再
構
築
が

叫
ば
れ
る
中
、
い
わ
ゆ
る
戦
略
三
文
書
が

策
定
さ
れ
、
衛
生
に
関
し
て
も
「
衛
生
機

能
の
変
革
」
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
強

い
文
言
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

状
況
下
で
中
央
病
院
が
成
す
べ
き
役
割

（
任
務
）
が
ど
う
い
う
も
の
か
を
分
析
し
、

具
体
化
・
具
現
化
ま
で
果
た
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

従
前
か
ら
中
央
病
院
は
『
最
終
後
送
病

院
』
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が

必
成
目
標
の
柱
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
一
方
で
、
後
送
患
者
を
待
ち
受
け

て
高
度
な
医
療
を
実
施
す
る
こ
と
だ
け
が

任
務
で
は
な
い
こ
と
も
自
明
で
す
。
わ
が

国
周
辺
の
極
め
て
厳
し
い
安
全
保
障
環
境

に
鑑
み
れ
ば
、
中
長
期
的
な
視
野
で
あ
る

せ
ん
。
一
方
で
、
後
送
患
者
を
待
ち
受
け

て
高
度
な
医
療
を
実
施
す
る
こ
と
だ
け
が

任
務
で
は
な
い
こ
と
も
自
明
で
す
。
わ
が

国
周
辺
の
極
め
て
厳
し
い
安
全
保
障
環
境

に
鑑
み
れ
ば
、
中
長
期
的
な
視
野
で
あ
る

べ
き
姿
を
構
築
し
て
い
く
と
同
時
に
、
今

現
在
に
お
け
る
対
応
も
同
時
並
行
的
に
検

討
・
実
施
す
べ
き
喫
緊
の
課
題
で
す
。

三
年
に
及
ぶC
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対
応
に
よ
り
得

た
も
の
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
有

形
・
無
形
の
失
っ
た
も
の
や
新
た
に
生
起

し
た
課
題
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

福
島
病
院
長
の
統
率
方
針
『
常
在
戦
場
』

の
下
、
『
友
愛
・
誠
実
・
努
力
・
感
謝
』

を
肝
銘
し
つ
つ
、
絶
つ
も
の
と
始
め
る
こ

と
を
見
極
め
、
中
央
病
院
の
あ
る
べ
き
姿

を
追
求
し
て
い
く
所
存
で
す
。
ご
指
導
・

ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

自衛隊中央病院
総務部総務課発行
令和５年度
第１号

中病だより第１号 ２０２３年４月吉日発行

令
和
五
年
四
月
吉
日

自
衛
隊
中
央
病
院
長

防
衛
技
官

福
島

功
二

新

着

任

副

院

長

紹

介
副院長（陸）
陸将 川口 雅久

新
年
度
に
向
け
て

桜
の
季
節
を
惜
し
む
間
も
な
く
、
四
月
に

夏
日
が
あ
る
等
、
初
夏
を
感
じ
さ
せ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
自
衛
隊
中
央
病
院
で
は
、
多
く
の
定
期

異
動
や
新
規
採
用
者
に
加
え
、
新
卒
看
護
官

三
十
八
名
、
放
射
線
技
師
養
成
所
の
新
入
生

二
十
一
名
、
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
の
入

所
者
八
名
（
う
ち
前
年
度
か
ら
の
継
続
四

名
）
を
迎
え
、
新
年
度
を
ス
タ
ー
ト
致
し
ま

し
た
。

今
年
は
全
国
に
先
駆
け
て
東
京
の
桜
の
開

花
が
最
も
早
く
、
三
月
十
四
日
に
は
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
の
開
花
が
告
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
樹

齢
四
十
年
以
上
の
古
い
樹
の
方
が
早
く
咲
く

傾
向
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
一
方
で

若
い
樹
々
は
新
し
い
芽
や
葉
を
つ
け
る
の
が

早
く
、
そ
の
勢
い
よ
く
成
長
し
て
い
く
姿
と
、

古
い
樹
々
が
過
ぎ
る
季
節
を
惜
し
む
か
の
よ

う
に
、
新
芽
を
控
え
長
く
花
を
讃
え
て
い
る

姿
に
、
自
然
の
摂
理
を
感
じ
、
今
年
は
例
年

よ
り
感
慨
深
く
桜
を
拝
見
し
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
度
は
、
防
衛
力
の
抜
本
的
な

強
化
に
向
け
て
、
新
し
い
防
衛
力
整
備
計
画

に
準
拠
し
た
態
勢
整
備
を
推
進
し
、
衛
生
に

お
い
て
も
隊
員
の
生
命
・
身
体
を
救
う
た
め

の
態
勢
の
強
化
を
目
指
し
て
い
く
最
初
の
年

度
に
あ
た
り
ま
す
。
当
院
も
、
自
衛
隊
の
最

終
後
送
病
院
と
し
て
、
戦
傷
病
治
療
へ
一
層

貢
献
で
き
る
診
療
態
勢
に
加
え
、
衛
生
科
隊

員
の
臨
床
能
力
を
高
め
る
た
め
の
人
材
育
成

に
よ
り
貢
献
で
き
る
病
院
を
目
指
し
、
緊
張

感
を
持
っ
て
前
進
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
一
般
診
療
に
お
い
て
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
位

置
づ
け
が
５
類
に
移
行
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

行
政
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
り

柔
軟
な
態
勢
で
の
診
療
を
行
っ
て
い
く
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
き

た
患
者
さ
ん
の
受
診
を
よ
り
快
適
に
、
ま
た
、

引
き
続
き
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
患
者
さ
ん

に
も
安
心
し
て
診
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
感
染
症
対
策
等
を
最
適
化
し
な
が
ら
、

よ
り
良
い
院
務
運
営
を
追
求
し
て
い
く
所
存

で
す
。

今
後
も
、
隊
員
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
に

と
っ
て
よ
り
利
用
し
や
す
く
信
頼
で
き
る
病

院
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

松

木

副

院

長

退

官

行

事

松木副院長への顕彰状贈呈

村上海将・伊藤将補（防医大同期、バ
ンド仲間）に見送られる松木副院長

令
和
五
年
三
月
二
十
九
日
、
自
衛
隊
中

央
病
院
副
院
長
（
陸
）

松
木
泰
憲
陸
将

の
退
官
行
事
を
挙
行
し
、
松
木
副
院
長
の

門
出
を
盛
大
に
お
祝
い
し
ま
し
た
。

松木副院長最後の挨拶

見収める松木副院長



名
は
、
病
院
長
と
の
懇
談
を
行

い
、
自
衛
消
防
業
務
の
重
要
性

や
中
央
病
院
が
担
う
地
域
医
療

医
療
に
お
け
る
重
要
性
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
消
防
署
主
導
の
表

彰
式
を
執
り
行
い
、
病
院
長
、

総
務
部
長
が
陪
列
す
る
中
、
防

災
係

櫛
島
曹
長
が
中
央
病
院

を
代
表
し
て
表
彰
状
を
受
け

と
っ
た
。

櫛
島
曹
長
は
「
こ
の
度
は
自

衛
隊
中
央
病
院
の
自
衛
消
防
業

務
へ
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ

大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
日
ご

ろ
か
ら
、
病
院
長
が
職
員
に
要

望
し
て
い
る
『
基
本
を
守
り
、

そ
し
て
続
け
る
こ
と
』
を
実
践

し
た
結
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
基
本
を
守
り
な
が

ら
、
コ
ツ
コ
ツ
と
地
道
に
業
務

に
邁
進
し
て
医
療
体
制
を
側
面

か
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
感

想
を
述
べ
た
。

自
衛
隊
中
央
病
院
は
、
引
き

続
き
病
院
長
を
核
心
と
し
て
、

職
員
一
人
一
人
が
基
本
を
守
り
、

続
け
る
こ
と
で
自
衛
隊
衛
生
基

盤
の
強
化
及
び
地
域
医
療
に
貢

献
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

自
衛
隊
中
央
病
院
は
、
令
和
五
年

三
月
二
十
日
、
東
京
消
防
庁
開
庁
七

十
五
周
年
に
合
わ
せ
た
、
消
防
総
監

か
ら
の
自
衛
消
防
業
務
が
特
に
優
秀

だ
っ
た
事
業
所
に
対
す
る
表
彰
を
受

け
た
。

表
彰
伝
達
の
た
め
中
央
病
院
を
訪

れ
た
世
田
谷
消
防
署
長
、
世
田
谷
消

防
署
予
防
課
長
の
二
名
は
、
病
院
長

と
の
懇
談
を
行
い
、
自
衛
消
防
業
務

の
重
要
性
や
中
央
病
院
が
担
う
地
域

医
療
に
お
け
る
重
要
性
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
消
防
署
主
導
の
表
彰
式

中病だより第１号 ２０２３年４月吉日発行

入
校
間
の
活
躍
及
び
学
術
研
究
発

表
に
よ
り
学
校
長
等
並
び
に
部
外
機

関
よ
り
表
彰
さ
れ
た
、
中
央
病
院
隊

員
を
紹
介
し
ま
す
。

〇

第
１
０
１
期
幹
部
初
級
課
程

（
看
護
）

学
校
長
賞

看
護
部

３
等
陸
尉

池

羽

勇

人

教
育
部
長
賞

看
護
部

３
等
陸
尉

星

指

佑

紀

体
力
優
秀
賞

看
護
部

３
等
陸
尉

齊

藤

凛
之
助

〇

全
自
衛
隊
総
合

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会

（
北
海
道
千
歳
市
）

第
54
回
支
部
対
抗
戦
（
女
子
の
部
）

第
３
位

総
務
部

１
等
陸
曹

留

盛

希

看
護
部

１
等
陸
尉

中

原

明
日
香

診
療
放
射
線
技
師
養
成
所

２
等
陸
曹

西

巻

冬

妃

第
57
回
個
人
戦

・
女
子
一
般
ダ
ブ
ル
ス

優

勝
看
護
部

１
等
陸
尉

中

原

明
日
香

（
自
衛
隊
那
覇
病
院
吉
永
１
尉
）

・
女
子
40
歳
以
上
ダ
ブ
ル
ス

優

勝
総
務
部

１
等
陸
曹

留

盛

希

（
対
特
殊
武
器
衛
生
隊
高
嶺
１
曹
）

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
便
り

〔
保
健
相
談
班
〕

「
腸
内
細
菌
を
育
て
、

健
康
に
」

記
事
担
当

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
保
健
相
談
班

腸
内
環
境
を
整
え
る
カ
ギ
は
食
事

で
す
。
食
事
を
工
夫
す
れ
ば
、
２
週

間
程
度
で
腸
内
環
境
が
改
善
さ
れ
ま

す
。
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
ま
ご

わ
や
さ
し
い
よ
」
で
す
。

【
腸
内
細
菌
を
育
て
る
食
材
】

様
々
な
食
材
を
摂
る
こ
と
が
難
し

い
と
感
じ
る
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
お
す
す
め
は
具
だ
く
さ
ん
の

み
そ
汁
で
す
。
野
菜
、
わ
か
め
、
豆

腐
、
き
の
こ
を
入
れ
た
み
そ
汁
を
と

る
こ
と
で
、
「
ま
ご
わ
や
さ
し
い

よ
」
の
食
材
の
多
く
を
と
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
２
週
間
、
無
理
な
く
続

け
ら
れ
る
方
法
を
探
し
て
、
楽
し
く

食
事
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
食
事
に
併
せ
て
、
十
分
な

睡
眠
や
適
度
な
運
動
も
大
切
で
す
。

近
年
、
腸
内
細
菌
の
研
究
が
進
み
、

腸
内
細
菌
は
お
な
か
だ
け
で
は
な
く
、

全
身
の
健
康
に
影
響
す
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。

ま⇒

豆
、
豆
腐
、
大
豆
、
納
豆
等

ご⇒

す
り
ご
ま

わ⇒

わ
か
め
、
の
り
、
ひ
じ
き
等

や⇒

野
菜

さ⇒

魚

し⇒

し
い
た
け
（
き
の
こ
類
）

い⇒

い
も

よ⇒

ヨ
ー
グ
ル
ト

【
腸
内
細
菌
と
は
】

腸
内
細
菌
と
は
口
か
ら
入
っ
て
き

た
食
べ
物
を
餌
に
し
て
腸
に
す
み
つ

い
て
い
る
細
菌
の
こ
と
で
す
。
私
た

ち
の
腸
に
は
約
１
０
０
０
種
類
、
１

０
０
兆
個
も
の
腸
内
細
菌
が
生
息
さ

れ
て
い
る
と
さ
れ
、
外
部
か
ら
の
ウ

イ
ル
ス
・
細
菌
の
侵
入
や
増
殖
を
防

い
だ
り
、
腸
の
運
動
を
助
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
お
な
か
の
調
子
を
整
え
た

り
し
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
肥
満
や

認
知
症
予
防
、
大
腸
が
ん
と
の
関
連

性
そ
し
て
、
心
の
健
康
へ
も
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

腸
内
細
菌
の
働
き
は
複
雑
で
、

「
こ
の
細
菌
が
い
れ
ば
こ
の
病
気
が

防
げ
る
」
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
大
切

な
の
が
多
様
性
で
す
。

様
々
な
食
品
が
様
々
な
腸
内
細
菌

を
育
て
ま
す
。
そ
し
て
、
色
々
な
腸

内
細
菌
が
い
な
い
と
、
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
て
身
体
に
良
く
な
い
働
き
を
す

る
細
菌
が
多
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

腸
内
細
菌
の
バ
ラ
ン
ス
や
多
様
性

を
保
つ
た
め
に
、
食
生
活
を
見
直
し

ま
し
ょ
う
。

参
考
文
献
：
き
ょ
う
の
健
康
２
月
号

２
０
２
３
年

○
救
急
科
部
長

１
等
陸
佐

畑

中

公

輔

（
中
部
方
面
総
監
部
医
務
官
）

○
第
４
外
科
部
長

１
等
陸
佐

神

藤

英

二

（
防
衛
医
科
大
学
校
）

○
神
経
科
部
長

２
等
陸
佐

山

元

浩

治

（
自
衛
隊
福
岡
病
院
）

新
着
任
部
長
等
紹
介

○
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
課
長

２
等
陸
佐

店

橋

勇

（
会
計
監
査
隊
東
部
方
面
分
遣
隊
）

○
第
２
看
護
課
長

２
等
陸
佐

小

田

智

美

（
陸
上
幕
僚
監
部
衛
生
部
）

新
着
任
課
長
等
紹
介

令
和
四
年
度
後
期
定
期
異
動

自

衛

消

防

表

彰

病
院
を
代
表
し
て
消
防
総
監
表
彰

を
受
け
る
防
災
係
（
上
）

病
院
長
、
世
田
谷
消
防
署
長
と
の

記
念
撮
影
（
下
）
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第
58
期
上
級
陸
曹
特
技
課
程

「
診
療
放
射
線
技
師
」
卒
業
式

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
に

第
68
期
研
修
生
が
入
所

第
60
期
上
級
陸
曹
特
技
課
程

「
診
療
放
射
線
技
師
」
入
所
式

令
和
五
年
三
月
七
日
（
火
）
、
診
療
放
射
線
技
師
養
成

所
（
所
長

村
上

健
彦

海
将
）
は
、
第
五
十
八
期
上

級
陸
曹
特
技
課
程
「
診
療
放
射
線
技
師
」
卒
業
式
を
挙
行

し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
中
央
病

院
職
員
の
み
の
列
席
と
な
り
ま
し
た
が
、
第
五
十
八
期
生

（
担
任
教
官

津
野
一
等
陸
尉
）
学
生
十
八
名
の
卒
業
式

は
、
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

卒
業
式
で
は
、
村
上
海
将
よ
り
卒
業
証
書
を
一
人
ひ
と

り
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
長
の
西
野

三
等

陸
曹
が
卒
業
生
を
代
表
し
て
答
辞
を
述
べ
、
在
校
中
の
思

い
出
や
感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
、
今
後
の
放
射
線
陸
・

海
・
空
曹
と
し
て
の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

卒
業
式
終
了
後
は
、
病
院
長
を
は
じ
め
多
く
の
病
院
職

員
に
よ
る
見
送
り
が
行
わ
れ
、
晴
れ
や
か
な
表
情
の
卒
業

生
た
ち
は
新
た
な
気
持
ち
を
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
地
へ

と
巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

な
お
、
三
月
二
十
三
日
（
木
）
に
は
、
国
家
試
験
の
合

格
発
表
が
あ
り
、
十
八
名
全
員
合
格
し
ま
し
た
。
（
全
員

合
格
は
三
年
連
続
）

訓示を受ける＃６８期研修生

卒業式記念写真

国家試験終了後の所内採点の結果「全員合
格」が判明し安堵の表情を浮かべる５８期生

令
和
五
年
四
月
四
日
（
火
）
、
診
療
放
射
線
技
師
養

成
所
（
所
長

村
上

健
彦

海
将
）
は
、
第
六
十
一
期

上
級
陸
曹
特
技
課
程
「
診
療
放
射
線
技
師
」
入
所
式
を

挙
行
し
ま
し
た
。

福
島
病
院
長
は
訓
示
に
お
い
て
「
友
愛
」
と
「
努

力
」
の
二
つ
の
要
望
事
項
の
も
と
、
切
磋
琢
磨
し
、
来

る
べ
き
そ
の
日
に
栄
光
を
掴
み
取
る
こ
と
を
期
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
村
上
所
長
は
式
辞
に
お
い
て
、
所
長
統
率
方

針
で
あ
る
「
柔
軟
性
と
適
応
力
の
発
揮
」
を
要
望
さ
れ
、

し
な
や
か
に
た
お
や
か
に
、
臨
機
応
変
の
力
を
発
揮
す

べ
く
自
衛
隊
の
診
療
放
射
線
陸
（
海
・
空
）
曹
に
成
る

為
に
、
知
識
・
技
能
を
貪
欲
に
学
ぶ
こ
と
と
、
そ
れ
に

伴
う
大
き
な
責
務
を
肝
に
銘
じ
て
三
年
間
頑
張
る
よ
う

激
励
し
ま
し
た
。

学
生
長
（
放
養
所
に
お
い
て
女
性
初
）
の
稲
葉

麻

維

三
等
空
曹
以
下
二
十
一
名
は
三
年
後
の
国
家
試
験

全
員
合
格
を
誓
い
ま
し
た
。

入学式記念写真

↑

三
幕
の
学
生
に
よ
る

「
国
歌
三
重
奏
」

左
か
ら

吉
村
３
陸
曹
、
四
通
田
３
海
曹
、

林
空
士
長

自
衛
隊
中
央
病
院
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
セ

ン
タ
ー
長
・
大
堀
健
防
衛
事
務
官
）
で
四
月
六
日
、
第

68
期
生
八
名
（
陸
自
七
名
、
空
自
一
名
）
の
入
所
式
が

行
わ
れ
た
。

国
歌
演
奏
、
入
所
生
の
任
命
後
、
学
生
長
が
代
表
し

て
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
所
を
申
告
し
た
。

続
い
て
、
執
行
者
の
福
島
功
二
病
院
長
が
登
壇
。
式

辞
の
中
で
、
こ
の
研
修
は
任
務
で
あ
り
、
自
衛
官
と
し

て
の
自
覚
と
統
率
方
針
で
あ
る
「
常
在
戦
場
」
の
心
構

え
を
持
ち
続
け
て
欲
し
い
と
し
た
ほ
か
、
「
友
愛
」

「
誠
実
」
「
努
力
」
「
感
謝
」
の
四
項
目
を
要
望
す
る

と
と
も
に
、
過
去
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
明
日
へ

の
気
力
を
新
た
に
研
修
に
精
進
す
る
よ
う
述
べ
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
、
防
衛
省
人
事
教
育
局
齋
藤
敏
幸
給

与
課
長
が
登
壇
し
「
皆
さ
ん
が
同
期
の
絆
を
深
め
、
健

康
に
十
分
留
意
し
つ
つ
、
全
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修

了
し
、
更
な
る
飛
躍
を
遂
げ
て
職
務
に
復
帰
す
る
こ
と

を
祈
念
す
る
。
」
と
激
励
の
言
葉
を
述
べ
た
。

入
所
生
は
、
一
年
又
は

六
か
月
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ

の
履
修
科
に
お
い
て
、
各

人
の
目
標
に
向
け
、
知

識
・
技
能
、
各
種
資
格
等

を
習
得
し
、
部
隊
復
帰
後

そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
に
お
い

て
貢
献
で
き
る
よ
う
研
修

す
る
こ
と
と
な
る
。

職
業
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー
で
は
、
「
公
務
災
害

等
に
よ
り
障
害
を
負
っ
た

隊
員
が
お
ら
れ
た
ら
、
ぜ

ひ
入
所
を
検
討
し
て
も
ら

い
た
い
。
部
隊
復
帰
に
向

け
て
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト

し
た
い
。
」
と
し
て
い
る
。

（
同
セ
ン
タ
ー
入
所
に
つ

い
て
は
、
各
駐
屯
地
・
基

地
の
賠
償
補
償
担
当
に
相

談
を
。
）
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新
着
任
第
１
歯
科
部
長
紹
介

令
和
四
年
度

衛
生
科
幹
部
等
集
合
訓
練
（
防

衛
医
学
セ
ミ
ナ
ー
・
防
衛
衛
生

集
合
訓
練
）

井野俊郎防衛副大臣の開催挨拶

三
月
三
十
日
付
で
第
１
歯
科
部
長
を
拝

命
し
ま
し
た
相
羽
寿
史
で
す
。
前
職
は
、

東
部
方
面
衛
生
隊
長
及
び
自
衛
隊
東
京
大

規
模
接
種
会
場
副
会
場
長
と
し
て
勤
務
し

て
き
ま
し
た
。

自
衛
隊
東
京
大
規
模
接
種
会
場
は
三
月

二
十
六
日
に
任
務
完
了
式
を
終
え
、
一
年

二
ヶ
月
の
間
、
無
事
故
運
営
で
き
た
こ
と

は
、
自
衛
隊
中
央
病
院
の
皆
様
の
お
か
げ

と
感
謝
致
し
ま
す
。
今
後
は
、
第
１
歯
科

部
長
と
し
て
安
全
・
安
心
な
歯
科
治
療
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

口
腔
（
こ
う
く
う
）
内
に
は
、
数
百
種

類
の
常
在
菌
が
存
在
し
ま
す
。
細
菌
単
独

で
は
そ
れ
ほ
ど
悪
さ
を
し
ま
せ
ん
が
、
多

数
の
細
菌
が
集
合
し
『
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム

（
歯
垢
＝
歯
糞
）
』
と
い
う
戦
闘
団
を

作
っ
た
と
き
に
、
う
蝕
（
虫
歯
）
、
歯
周

病
、
さ
ら
に
は
歯
性
感
染
症
と
い
う
重
篤

な
感
染
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
『
虫
歯

は
削
っ
て
詰
め
れ
ば
終
了
』
、
『
歯
周
病

は
消
毒
す
れ
ば
終
わ
り
』
と
い
う
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
個
人
の
適
切
な
『
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
』
に
よ
っ
て
、
『
諸
悪
の
根

源
』
で
あ
る
『
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
（
歯
垢

＝
歯
糞
）
』
を
除
去
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
治
療
だ
け
で
な
く

『
適
切
な
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
方
法
の
教
育
』
、

『
歯
科
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
専
門
的
な
管

理
』
を
受
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

皆
様
の
お
口
の
健
康
の
専
守
防
衛
と
し

て
の
『
口
腔
自
衛
隊
』
と
な
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

防衛医学セミナー

新

着

任

総

務

部

長

紹

介

令
和
五
年
四
月
一
日
付
で
東
北
防
衛
局

総
務
部
長
よ
り
自
衛
隊
中
央
病
院
総
務
部

長
を
拝
命
し
ま
し
た
笠
原
と
申
し
ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
、
防
衛
大
学
校
で
採
用

さ
れ
内
部
部
局
、
防
衛
研
究
所
、
防
衛
監

察
本
部
を
は
じ
め
七
個
の
施
設
等
機
関
等

の
勤
務
を
経
験
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

医
療
行
政
・
病
院
勤
務
は
初
め
て
に
な
り

ま
す
。
日
々
新
鮮
な
気
持
ち
で
職
務
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
中
央
病
院
の
基
本

理
念
・
方
針
で
あ
る
健
全
・
精
強
な
部

隊
・
隊
員
の
育
成
に
寄
与
す
る
病
院
、
隊

員
お
よ
び
そ
の
家
族
等
か
ら
信
頼
さ
れ
る

病
院
や
地
域
医
療
の
発
展
に
寄
与
す
る
病

院
等
の
達
成
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
活
か
し
寄
与
出
来
る
こ
と
と
は
何
か
を

思
案
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
い

わ
ゆ
る
三
文
書
の
中
で
も
、
「
国
家
防
衛

戦
略
」
で
は
、
防
衛
力
の
中
核
で
あ
る
自

衛
隊
員
の
能
力
を
発
揮
す
る
た
め
の
基
盤

の
強
化
と
し
て
、
各
種
事
態
へ
の
対
処
や

国
内
外
に
お
け
る
多
様
な
任
務
に
対
応
し

得
る
よ
う
衛
生
機
能
の
抜
本
的
な
改
革
を

推
進
す
る
こ
と
と
明
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
院
務
の
着
実

な
完
遂
に
向
け
て
皆
様
の
協
力
を
得
つ
つ

専
心
職
務
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

第１歯科部長
陸将補
相羽 寿史

床
医
学
、
歯
学
、
衛
生
資
材
、
看
護
、
部
隊

床
医
学
、
歯
学
、
衛
生
資
材
、
看
護
、
部
隊
衛

生
及
び
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
幅
広
い
分
野
か
ら

合
計
百
五
十
九
演
題
の
発
表
・
討
議
が
行
わ
れ

た
。自

衛
隊
中
央
病
院
は
、
自
衛
隊
衛
生
の
中
核

及
び
最
終
後
送
病
院
と
し
て
、
全
国
の
衛
生
科

隊
員
へ
、
現
在
の
情
勢
下
に
お
い
て
、
自
衛
隊

衛
生
の
将
来
を
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
を
与

え
る
使
命
を
果
た
す
と
と
も
に
、
今
後
も
教
育

訓
練
の
質
的
向
上
、
連
携
の
強
化
を
率
先
し
て

実
施
し
て
い
く
。

防衛医学セミナーに参加する前陸幕長

総務部長
防衛事務官
笠原 光男

自
衛
隊
中
央
病
院
は
令
和
五
年
二
月
二
日

（
木
）
～
同
年
二
月
三
日
（
金
）
に
か
け
て

衛
生
科
幹
部
等
集
合
訓
練
を
開
催
し
た
。
近

年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
で
あ
っ
た
が
、
三

年
ぶ
り
に
参
集
で
の
開
催
に
至
っ
た
。

本
年
度
は
、
「
防
衛
衛
生
の
実
効
性
向
上

に
む
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
二
日
間
に
わ
た
り
、

防
衛
省
内
部
部
局
、
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
及

び
部
外
医
療
機
関
関
係
者
も
含
め
、
約
七
百

名
が
本
訓
練
に
参
加
し
た
。

二
月
二
日
（
木
）
の
防
衛
医
学
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
防
衛
省
市
ヶ
谷
に
お
い
て
当
初
、
井

野
俊
郎
防
衛
副
大
臣
か
ら
開
催
に
あ
た
っ
て

の
ご
挨
拶
を
頂
い
た
。
特
別
講
演
は
、
国
境

な
き
医
師
団
の
吉
野
美
幸
先
生
か
ら
、
世
界

各
国
で
の
貴
重
な
紛
争
地
医
療
の
経
験
に
基

づ
い
た
ご
講
演
、Ⅲ

Ｍ
Ｅ
Ｆ
医
務
官
の
Ｌ
ｉ

ｎ
大
佐
か
ら
、
洋
上
の
制
約
下
で
の
米
国
海

兵
隊
の
治
療
・
後
送
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
の
ご
講
演
を
頂
い
た
。
教
育
講
演
は
、
弘

前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
の
袴
田
健
一
教

授
か
ら
、
手
術
ロ
ボ
ッ
ト
を
駆
使
し
た
遠
隔

操
作
に
よ
る
手
術
支
援
の
可
能
性
に
つ
い
て

ご
講
演
を
頂
い
た
。
ま
た
、
統
合
衛
生
の
実

効
性
向
上
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
、
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
の
衛
生
科
部
隊

等
が
相
互
に
連
携
し
、
遺
憾
な
く
能
力
を
発

揮
す
る
た
め
に
、
そ
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
発
表
・
討
議
を
行
っ
た
。

二
月
三
日
（
金
）
の
防
衛
衛
生
集
合
訓
練

で
は
、
三
宿
地
区
に
お
い
て
基
礎
医
学
、
臨

床

Ⅲ


